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設置場所を選択するときは、以下の条件に準拠してください。
- 技術仕様を参照のうえ、設置環境基準を満たしていることをご確認ください。
- 直射日光のあたる場所への設置は、発電が制限される可能性があります。
- 空気循環が行われない、閉鎖的な場所へは設置しないでください。
- 過熱をふせぐために、パワーコンディショナ周囲の空気の流れは常に遮断されないようにしてください。
- 可燃性物質からは、少なくとも3m以上離して設置してください。
- 木材や可燃性の材料で作られた壁には設置しないでください。
- 運転中の騒音レベルが高くなる場合があるため、住宅地など音が問題になる場所には設置しないでくださ
　い。音のレベルは設置環境や系統の状況によって大きく左右されます。
- 本製品の総重量は約97㎏です。重量を考慮し、十分に支えることができる壁、または強固な構造物に
　設置してください。
- パワーコンディショナは垂直または水平に設置してください（下図参照）。
- パワーコンディショナ間の必要最低限の距離を確保し、空気の循環を確保してください（下図参照）。
- 接続箱の作業を考慮し、パワーコンディショナ前面には1.5m以上の作業領域を確保してください。
- 可能な限り、LED が見やすくなるように目の高さに設置してください。
- 装置の重量を考慮した高さで設置してください（地上高50cm～1m）。
- 複数のパワーコンディショナを並列に設置する場合は必ずパワーコンディショナの最外端から最低限の距
　離を確保してください（下図参照）。
- 複数のパワーコンディショナを上下交互に設置する場合は、左右と上下の必要最低限の距離を確保してく
　ださい（下図参照）。
- 標高2000mを超える場所での設置については、個別にご相談ください。

外部に配置することができる切断デバイス(AC/DC) へのアクセスは指示通りに実施してください。
不適切な設置は、製品保証条件の対象外となります。設置条件については、今一度ご確認ください。

ラベルには、認証マークや主な仕様、製造番号や製造週などが記載されています。
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DC接続箱（正面）
PVS050T400A-A PVS050T400A-DN-A

DC接続箱（側面）

AC接続箱（正面） AC接続箱（側面）

主要コンポ―ネント

01 設置用ブラケット

02 DC 接続箱

03 インバータ本体

04 コネクタカバー

05 AC 接続箱

06 持ち上げ用ハンドル（オプション）

07 金属製固定用留め具

08 フロントカバー

09 通信制御ボード

10 DC正極側PVヒューズ

11 DC グランドケーブル

12 AC フィルターボード

13 DC 入力端子台

14 DC 開閉器

15 DC1000V対応SPD

16 AC ケーブルグランド PG42

18 AC275V対応SPD

19 DC入力コネクタ(+/-)

20 接地保護端子台

21 結露防止弁

22 DC負極側PVヒューズ

23 本体結合部コネクタ

24 スペーサー

26 ヒートシンク

27 背面ピン

　（インバータ背面取付用）

28 上部留め具

29 導電ばね

30 ACケーブルグランドM32用ホール

31 結合部コネクタカバー収納場所

　（本体分離時使用）

32 接地接続用ブラケット

33 Wi-Fi アンテナ用キャップ

34 サービスケーブルグランド

　PG21(Modbus通信用)

35 サービスケーブルグランド

　PG16(Modbus通信用)

36 AC 開閉器

37 接地ブラケット接点

38 プラスティック製固定用留め具

クィックインストレーションガイド

PVS050T400A-A / PVS050T400A-DN-A

パワーコンディショナを設置する前に、必ず取扱説明書をよくお読みください。
取扱説明書は弊社Webよりダウンロードで提供されます。
記載されてある内容について正しく理解し、指示通りに設置・使用してください。取扱説明書に記載されて
いる方法で設置・使用しなかった場合、正しく発電ができないだけでなく、危険を伴う場合があります。

4.

吊
り
上
げ
と
運
搬
に
つ
い
て

運搬と取り扱いについて
装置の運搬、特に陸送による運搬は、激しい衝撃、湿気、
振動等からコンポーネントを保護するための適切な方法及び
手段で実施してください。取り扱いの時には、危険な揺れを起こ
す急な動きをしないでください。
開梱について
インバータ本体　　を取り出す際は、箱を床に置いたまま段
ボールの角を切って本体を露出させ、本体部分に持ち上げ
ハンドルを取り付けてから持ち上げて取り出してください。
装置の持ち上げについて
装置を持ち上げる方法は、装置の重量を支えるのに適した
方法で行ってください。ハンドリングキット　　 （スペアパーツ

品名「TRIO HANDLING KIT」オプション別売）を使用して、
正しい方法でインバータ本体を取り扱ってください。 
カバーでインバータを持ち上げることはしないでください。
開梱とチェック
開梱した際に不要となった梱包材の処分は設置場所の条例および規制に準拠して処分
してください。 箱を開封したら、装置が損傷していないことを確認し、すべての付属品が
あることを確認します。 不具合や損傷が見つかった場合は、販売店または運送業者に連
絡してください。

モデル名 重量
インバータ本体 68 kg
DC 接続箱 14 kg
AC 接続箱 15 kg

各機器の重量
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【壁掛け設置用ブラケット①（上部）　壁面取り付け】
1. 設置用ブラケット①（上部）は2つに分かれています。先ず、取り付け
　用六角皿ネジ M5x14 を4個使用して１本に組み立てます(図1)。

2. ケージナット2個を　　の固定ポイントへ差し込みます。
3. 組み立てた設置用ブラケット　　を取り付け壁面に正確に置いて、

　ドリルテンプレートとして使用してください(図1)。
4. 設置者の責任において、設置する壁などの状況に応じて適切な固定
　方法を選択してください。壁、フレームまたは他のサポートのタイプ、
　使用するアンカーのタイプなどを考慮し、パワーコンディショナが確
　実に固定されることを確認してください。重量負荷を計算する際には

　安全を考慮しインバータ部と接続箱を合わせた重量の4倍（4x97kg
　=388kg）に基づいて選択する必要があります。また、負荷が分散

　するように、設置ブラケットは少なくとも10か所を固定してください。

　選択したアンカーのタイプに応じて、必要な10個の穴　　をあけてブ

　ラケットを取り付けます。上側に4本以上、下側に4本以上のネジを

　入れ、残りの2本（最大20本）をどちらかの位置に取り付けます(図1)。
5. 設置ブラケットを壁または支持台などに取り付けてください。

インバータ本体　　のフロントカバーは開けないでください。 
ネジ部分にも一切触れないでください（増し締め厳禁）。
本体部分の開封およびネジ部分の変更が
確認された場合は、製品保証の対象外となりますのであらかじめご了承ください。

同梱コンポーネント一覧
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・モデル番号
・部品番号

・SN（製造番号）
　 YY = 製造年度
　 WW = 製造週

　 SSSSSS =製造連番

・製造週/年

01

B

A

ラベルを剥がしたり、破く、汚す、隠すなどの行為は絶対に行わないでください。アフターサービスに必要なシリアル番号は、上側に貼られたラベルに表示されています。

インバータ本体 DC接続箱 AC接続箱

取扱説明書または装置に、危険および危険個所について以下の記号やラベル、シンボルマークなどで表示しています。

常に取扱説明書で確認して
ください

保護等級　IP65

入力電圧（直流）の正極
および負極

重要な安全注意情報または
注意が必要な操作や状況

温度範囲

指定された防護服や
保護具の着用が必要な作業

高圧電圧注意

トランスレス方式

保護接地のための
接地ポイント

高温エリア

直流電流
交流電流

蓄積された電力を放電する
のに必要な時間

図1
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6. インバータ本体をブラケットまで持ち上げます。持ち上げる際は、持ち
　上げ用ハンドル 　 （オプション）を使用するか、M12 アイボルト（オプ
　ション）または適切なリフターなどを使用して重量物取り扱い作業を考慮
　した安全な方法で作業を行ってください（図3）。
7. インバータ本体の背面ピン 　  を設置用ブラケットの中央部に     で示
　したスリットに挿入して固定してください。背面ピンが挿入口　　　に入っ
　ているかを確認してください。本体をブラケットのスリットの位置が一致
　することを確認してください。

【壁掛け設置用ブラケット②（下部）　取りつけ】
注）この 作業は 2 人以上で行ってください。
8. インバータ本体の下部に持ち上げ用ハンドル　  を取りつけて、手前に
　少し引いて壁から少し離します。
　　注）フロントカバーを持って引かないでください。歪みや変形が生じて
　　　　しまう可能性があります。少しでも変形した場合、IP65 が保てなくな
　　　　り、防水効果に影響が出る可能性がありますのでご注意ください。
9. ブラケットに開けてある 2 つの穴 　  が下向き     になるようにして、 
　インバータ本体の後ろに下部のブラケットを挿入します。
10. 背面ピン 　  が 2 つの穴 　  に収まるように、下部ブラケットを下に
　スライドさせて上から本体の背面ピンにはめ込んでください（図3）。
11. ブラケットを背面ピンにはめ込んだ状態で、インバータ本体を壁面に
　戻した後、固定用の穴の位置の印を壁面につけてください。
　　（最低8か所以上）（図5）。
　　注）上部ブラケット と下部ブラケット が正確に平行かつ垂直であること
　　　　を確認してください。平行でない場合は、本体と接続箱を正確に
　　　　接続できないため、不具合の原因になる可能性があります（図4）。
　　　　A-B 間寸法：約 269 mm、ブラケット間の寸法差：1.0mm以内

12. 取りつけ面に印をつけたら、インバータ本体の下部を再び壁から少し
　離し、下部ブラケットを上に持ち上げて、背面ピン 　  から取り外し、
　一旦下部ブラケットを抜きます。
13. 壁側の印をつけた位置に適切な穴をあけてください。アンカーナットを
　使用する場合は、受け側を壁に取りつけてください。
14. インバータ本体下部を手前に引いて、下部ブラケットをもう一度差し込
　みます。この際、2 つの穴　　 が今度は上向き　　 になるように差し
　込み、インバータ本体裏にある背面ピン　   に 2 つの穴を差し込みます。
15. インバータ本体を壁側に戻して下部ブラケットの固定用穴と壁面の穴の
　位置をあわせてください。
16. 下部ブラケットと取りつけ面を適切なボルトで固定します。
　（最低8か所以上）（図6）。
17. ハンドルまたはアイボルトを使用した場合は、取り外してください。

25. インバータ本体とAC/DC接続箱の結合が完了したら、金属製固定用留め具　　を本体結合部コネクタ　　の指定スロットへ挿入します（図15）。
26. 上部留め具　　を指定スロットへ挿入し、設置用ブラケットにあらかじめ取りつけられていたられたケージナットのネジを固定します（図15）。
27. 接続箱のフロントカバー　　を取りつける前に、手順22. で緩く取りつけておいた接地ブラケット　　を M6六角ネジ（トルク11Nm）で取りつけます（図16）。
28. 2つの接地ブラケット　　（各接続箱にひとつ）のネジを締めます（図16）。
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モデル名 PVS050T400A-A

タイプ 熱磁気保護付き自動回路ブレーカ

電圧 / 電流定格 400V / 100A

磁気保護特性 B / C

負荷保護ブレーカ (AC 開閉器) および 接続用ケーブルのサイズについて
パワーコンディショナの交流接続ラインを保護するために、以下の特性を備えた過電流および漏電を保護するデバイスを設置してください。

差動保護がインストールされている場合は、次の条件を満
たしている必要があります。

- 差圧保護のタイプ：A / AC
- 差動感度：500mA

ラインケーブルの特性とサイズ

AC接続は三相3線接続（3W+PE)または4線接続(4W+PE)で接地されたシステム
に対応しています。給電箇所にパワーコンディショナを接続する線路のイン
ピーダンスが大きいために電力系統から不必要に遮断されることを防止できる
サイズにする必要があります。サイズは、公称電力条件で計算され、以下を
考慮に入れます。

1. 1％以下の電力損失

2. 硬質エチレンプロピレンゴム(HEPR)絶縁材または架橋ポリエチレン絶縁体
　　が使用されてる耐環境ケーブル使用

交
流
側
接
続

8.
感電の危険を避けるために、すべての配線作業を行う前、およびAC接続箱のカバーを取り外す前に、外部AC開閉器（電力系統側）を開いて遮断
しロックしてから行ってください。 必ず適切な保護具を着用してください。
注意！ 系統に接続する前に、必ず接地処理を行ってください。

AC接続箱:
　AC接続箱内のAC開閉器　　 に、AC導線（直径25～31mm、銅線、トルク6Nm）を接続してください。
　導線は絶縁スリーブ付きフェルール端子で末端加工してください。

AC ケーブルの取りつけ:
　外部被覆（シース）ケーブルを接続する際は、ACケーブルグランド　　

　にまとめて通すか、ACケーブルグランド　　に1本ずつ通すことができます。

　デフォルト設定では、ACケーブルグランド　　が使用されます。 

　ACケーブルグランド　　を5つ使用する場合は、サイズはM32のみ可能です。

1） ケーブルグランドを外してキャップを外します。

2） 適切な断面積のケーブルを、ケーブルグランドへ通します。

3） 接地ケーブルを保護接地（PE）接続ポイント　　に接続します。

4） 導線（R、S、T、ニュートラル）をAC開閉器　　に直接接続します。

　　（PVS050T400A-DN-Aの場合は、AC出力端子台　　の各端子に接続） 

　AC 端子台の近くにあるラベルに示されている通りに（R、S、T）を接続します。

5） 各ケーブルに引っ張りテストを行い、接続が安全であることを確認します。

6） 端子台への接続が完了したら、ケーブルグランドを確実に締めてください。

7） 系統連系のための電気方式は、3線（デルタ結線）または4線（スター結線）と

　　することができます。AC側の接続方式に基づいて、右図にあるスイッチを
　　設定してください（図1、スイッチはAC接続箱の基板上にあります）。

8） パワーコンディショナを系統連系する前に、DC接続箱の基板にある2つの

　　ロータリスイッチ a05を回し、規格を設定してください（図2）。地域に合わせ

　　【26】(50Hz@420V)、または【27】(60Hz@440V)のどちらかを選択してください。

- パワーコンディショナの電源を入れてから、最初の24時間以内であれば、

　設定を変更することができます。 DC300V発生可能な直流電源が必要です。

9） 配線が完了したら、AC接続箱フロントカバー　　を取りつけます（ネジ8本、締めつけトルク2.4Nm）。

10） インバータ本体　　のカバーとAC接続箱カバーの間の塗装されていない部分に3つの導電ばね　　を取りつけます

　　(図3)。

PVパネルのストリングが接続され、漏れ電流がないことを確認します。
太陽光があたると、PVパネルはパワーコンディショナに直流電圧（DC）を供給します。
DC開閉器を「OFF」位置にすることで、PVパネルからDC電流を切断します。これによりパワーコンディショナは電力の供給を停止しますが、AC側は切断
しません。感電の危険を避けるために、すべての接続作業は、必ずパワーコンディショナ外部AC開閉器（系統側）を開いてロックした状態で実行してください。
　警告：このパワーコンディショナは、トランスレス方式です。太陽光電池モジュールは、接地を行わずに正極端子および負極端子を接続する、
　　　　　いわゆる「フローティング」（非接地）接続を適用したタイプの製品（IEC61730クラスA準拠）を使用する必要があります。
PVストリングの異なる接続の場合で、負極接地キットを取りつける場合は、絶縁トランスの使用が必須です。詳細については、お問い合わせください。
並列入力モードで接続されている場合、パネルの数、パネルタイプ、向きおよび傾きなどの条件を同じにしてください。また、コネクタの最大入力電流を必ず
順守してください。

DC側の接続は接続箱のタイプによって異なります。
◆PVS050T400A-A
　底部に配置されたDC入力コネクタ　　にPVストリングを直接接続します。
　1） コネクタは最大で12組必要になります。PVストリングのケーブル先端に装着するコネクタはお客さまにてご手配ください。
　2） 使用されるコネクタのタイプについては、ワイドミュラー社製WM4Cタイプをご使用ください。
　　　　※→7) に続きます。

◆PVS050T400A-DN-A
　PVアレイは、ケーブルをDCケーブルグランド　　に挿入することによって、DC入力端子台　　を介してパワーコンディショナに接続されます。
　1） DCケーブルの直径は13～21mm、断面積が最大95m²、銅のものを使用してください。
　2） ケーブルグランドを外し、キャップを外します。
　3） DCケーブルをケーブルグランドに通します。
　4） DC入力端子台　　にPVアレイ（＋と－）を接続します（締めつけトルク20Nm）。
　5） 終了したら、各ストリングの極性が正しいことを確認します。
　6） 各ワイヤーの引っ張りテストを行い、接続が安全であることを確認します。

パワーコンディショナに取りつけられたコネクタに適合しないコネクタを使用すると、
機器に重大な損傷を与え、製品保証を無効にする可能性があります。
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通信および制御ボードで利用可能な接続および機能の詳細については、取扱説明書を参照してください。

この表には、通信/制御ボード　　で使用可能な主なコンポーネントと接続が示されています。 
各ケーブルは、ケーブルグランド　　　　から通信ボードの各コンポーネントに接続します。

パワーコンディショナの試運転手順は次のとおりです。整定値などの校正については、Aurora Manager LITEソフトウェアを使用して実行する必要があります。
1） 配線工事が全て完了し、すべてのカバーが取りつけられ、固定されていることを確認します。
2） AC接続箱のAC開閉器がOFFであることを確認し、キュービクルのAC開閉器を閉じてONにします。
3） DC開閉器を閉じます（ONにします）。
4） DC開閉器が閉じられた後、数秒～1分後に緑色のLEDが点滅し始めるのを確認します。
5） 黄色のLEDが点灯するのを待ちます（AC電源がないことを示します）。
6） パワーコンディショナのAC開閉器を閉じます（ONにします）。
7） 黄色のLEDが消灯するのを確認し、パワーコンディショナがセルフテストと系統チェックを実行している間、緑色のLEDが点滅し続けることを確認します。
　　チェックに必要な時間は系統状態と基準によりますが、約30秒から数分です。
　　-セルフテストと系統チェックが完了し、パワーコンディショナが発電を開始すると、緑のLEDが点滅から点灯に変わります。

LED表示動作について：
a. 緑色のLEDが点滅し続ける - 不十分な日射状況のため、パワーコンディショナの運転ができません。
b. 黄色のアラームLEDが点灯 - Aurora Managerソフトウェアを使用したデバッグが必要です。
c. 赤色の “GFI” LEDが点灯 – パワーコンディショナが地絡電流を検出しました。本体をOFFにし、開閉器を開いて地絡を確認します。
d. LEDの順に点灯 - さまざまな機器のファームウェアのバージョンを調整して更新しています。自動操作の終了を待ちます。
　（数分かかる場合があります）ファームウェアの更新処理が完了すると、LEDはすばやく3回点滅します。

仕様
入力側
最大入力電圧 (V max.abs)
起動入力電圧(Vstart)
動作DC入力範囲
定格DC入力電圧 (Vdcr)
定格入力電力
MPPT 回路数
MPPT入力電圧範囲 (VMPPTmin ～ VMPPTmax) at Pacr

最大入力電流 (Idcmax)
最大入力短絡電流
入力ペア数
入力コネクタ
入力保護
逆極性保護あり
MPPTあたりの入力過電圧保護 - バリスタ
MPPTあたりの入力過電圧保護 - サージアレスタ（ワンタッチ取付タイプ） 
MPPTあたりのDCスイッチ定格（DCスイッチがある場合）
ヒューズ定格（ヒューズ仕様の場合）
出力側
電気方式
定格出力電力 (Pacr @cosφ=1 )
最大出力電力 (Pacmax @cosφ=1)
最大皮相電力 (Smax)
定格出力電圧 (Vac,r) (50Hz/60Hz)
運転可能AC電圧 (50Hz/60Hz)
最大AC出力電流 (Iac,max)
短絡電流制限値
定格出力周波数 (fr)
運転可能周波数 (fmin ～ fmax)
公称力率および調整範囲
AC接続タイプ
出力保護
単独運転防止保護
最大AC過電流保護
出力過電圧保護 - バリスタ
出力過電圧保護 - サージアレスタ
動作性能
最大効率 (ηmax)
加重効率 (EURO/CEC)
通信
遠隔監視
ワイヤレス通信モニタリング
ユーザーインターフェース
通信インターフェース
環境
周囲温度範囲
相対湿度
騒音（フルパワー運転時）
最大動作高度（ディレーティングなし）
製品特性
保護等級
冷却システム
寸法（高さ x 幅 x 奥行）
重量総重量:
取りつけ方式
安全性
絶縁方式
認証
安全性およびEMC規格

1. 出力電圧範囲は、設置国の系統基準によって変わる可能性があります。

2. 出力周波数の範囲は、設置国の系統基準によって変わる可能性があります。

3. 故障の場合は、AC回路の外部保護装置によって制限されます。

4. コネクタの整合性については、取扱説明書を参照してください。

5. 各入力グループの最大許容電流（DC接続箱3入力）は54Aです。
注：本データシートに記載のない特性は含まれていません。
仕様は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承ください。
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PVS050T400A-A　　／　　PVS050T400A-DN-A

1000 V
470V (設定可能範囲: 420 ～ 700V)

0.7 x Vstart ～ 950V (min. 330V）
720V

51.2kW
1

520 ～ 800V
108A
160A

12　　　　／　　　　1
ワイドミュラー社製WM4C　　／　　端子台入力

あり
2

タイプ2
1000V  200A

1000V  15A　 (gPV規格 10 x 38)

三相3線+保護接地、または三相4線+保護接地
50kW
50kW
50kVA

420V@50Hz, 440V@60Hz
340～500V@50Hz, 360～520V@60Hz

77A
92A

50, 60 Hz
47 ～ 53Hz, 57 ～ 63Hz

0.995以上、0.8 ～ 1
ネジ端子台、ケーブルグラント PG42

06

06

極数 3 / 4

受動的方式、能動的方式
100A

1セット(4)
1セット(4), タイプ2　　　　／　　　　（なし）

98.3%
98.0%

Wi-Fi ロガーカード(VSN300)、またはデータロガー(VSN700) *オプション
Wi-Fi ロガーカード(VSN300)　*オプション

LED
RS485(Modbus RTU x 2)

-25 ～ 60℃ (50℃超はディレーティングあり)
4% ～ 100%

75dB(A)@1m
2000m

IP65 (冷却システムエリアは IP54)
強制空冷

725mm x 1491 mm x 315 mm
約97kg　(インバータ: 約68kg、AC側: 約15kg、DC側: 約14kg)

壁掛け、水平支持

トランスレス
CE

IEC/EN 62109-1, IEC/EN 62109-2, EN 61000-6-2,
 EN 61000-6-3, EN 61000-3-11, EN 61000-3-12

8か所以上固定する

【結合部コネクタ】
18. 結合部コネクタのカバーを下記の手順に従って外してください。
　　1）金属製固定用留め具　　を手前に引き出します（図9　　）。
　　2）結合部コネクタのカバーを手前に引いて取り外します（図9　　）。
　取り出した部品（2つ）は必ず保管してください。

【接続箱の取りつけ方法】
19. 接続箱前面にあるハンドル（開閉器）を回転させ、OFFの位置に設定し
　ます。それ以外ではフロントカバーを取り外すことはできません（図10）。
20. DC接続箱　　のフロントカバー　　とAC接続箱　　を固定している8本
　 のネジを緩めて慎重に取り外します。ネジはトルクスT25です（図10）。
21. 両方の接続箱からコネクタカバー　　を取り外します（図10）。コネクタ
　カバーは、接続箱内にある専用の収納場所へ保管してください。
　接続は次の手順で行ってください。
　　1）インバータ本体のコネクタ（緑色）と接続箱のコネクタ（青色）を
　　　　結合します（図11　　）。
　　2）結合したコネクタにプラスティック製固定用フォーク　　を
　　　　それぞれ取りつけて固定します（図11　　）。
　　3）　　で結合されたコネクタをそれぞれの接続箱内側の
　　　　専用スロットにそれぞれ挿入します（図11　　）。
　ここでは、金属製固定用留め具　　は使用しません（図11）。
22. 同梱されている M6 平ワッシャー、M6 歯付きワッシャー、および M6 六
　角ネジを使用して、2 つの接地ブラケット　　を各接続箱の接地ブラケット
　接点　　に取りつけます。この時はまだネジを緩めたままで作業してくだ
　さい。ブラケットは対称ではありません。接地ブラケットの穴がある面が
　下を向いていることを確認してください（図12）。
23. 接続箱の上部にある背面ピン　　をブラケットスロットに挿入します。
　もう一つも同様に取りつけます。この時点では、AC/DC接続箱は
　インバータ本体と隙間がある状態で、本体結合部コネクタは接触して
　いません（図13）。
24. 接続箱を水平にスライドさせてインバータ本体に一つずつ接続し、本体
　結合部コネクタ　　が正しく結合されていることを確認します（図14）。
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　本製品は水平方向に設置することもできます（別途、水平設置用ブラケットの購入が必要です）。水平設置の手順については、取扱説明書をご確認ください。
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コード
J15
A5

S8-S9
J5-J6

J7
S6
S5

J9-J10
J8

J11-J12
J16
S7
J22
X5
J1
J18

図中記号
a02
a04
a05
a09
a11
a12
a13
a14
a15
a16
a17
a18
a19
a20
a22
a23

部品概要
拡張ボード取りつけ用コネクタ(オプション)
SDカードハウジング
各国の標準設定用ロータリースイッチ
多機能リレーへの接続(ALARMまたはAUX)
RS485(PC)ラインの接続：リモートON/OFFラインと5V補助ラインの接続
RS485line-1終端抵抗選択スイッチ
RS485line-2終端抵抗選択スイッチ
RJ45コネクタのRS485-1回線接続
RS485-1 通信カードハウジング
RJ45コネクタのRS485-2回線接続
RS485-2 通信カードハウジング
インバータを通常モードまたはサービスモードに設定するためのスイッチ
インバータデータメモリーカードハウジング
バッテリーハウジング(オプション)
接地キットハウジング
PMUカード取りつけ用コネクタ(オプション)
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負極側ヒューズ取付は
LEDを確認してから

この操作を行う際は、必ず作業に適した保護具（例えば、クラス「0」絶縁手袋）を使用して安全性を確保してから
ヒューズを取りつけてください。適切な保護具が準備できない場合は、入力に接続されているストリングを一度
全て取り外し、付属のヒューズを取りつけてから、再度ストリングを接続してください。

9） 配線が完了したら、フロントカバー　　をDC接続箱に取りつけます（ネジ8本、締つけトルク2.4Nm）。
10） インバータ本体　　のカバーとDC接続箱カバーの間の塗装されていない部分に、
　　　導電ばね　　を3つ取りつけます（図2）。
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INS-160065-2

【お問い合わせについてのお願い】
本装置についてのお問い合わせは、下記の窓口までご連絡をお願い申し上げます。

新電元工業株式会社
【営業窓口】

〒100-0004 東京都千代田区大手町二丁目２番１号（新大手町ビル）

TEL 03-3279-4537（ダイヤルイン） FAX 03-3279-4495

7） サイトの配線図に従って各ストリングを適切なコネクタ（正極と負極）に接続し、接続が安全であることを確認する
　　プルテストを行います。使用されないコネクタには、カバーを取りつけてあることを確認してください。
　　ほこりや水などの侵入を防ぐことと、コネクタの損傷を避けるために、必ずカバーを取りつけてください。

8） ストリングの極性が正しいことを確認するために、負極側のヒューズの緑色のLEDが点灯していることを確認します

　　（図1）。緑色のLEDが消灯している、または淡く表示されている場合、極性が反転している可能性があります。
　　接続後、すべての入力極性が正しいことが確認されてから、負極側のヒューズを取りつけます（図1）。
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ラインケーブル
導体断面積(mm2)

ラインケーブル
の長さ(m)

25 33

35 46

50 66

70 92

各ケーブルの
断面積は

最大70mm2

ケーブル束の
外形は

25～31mm
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